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秀
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.
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吾
人
は
前
章
に
於
て
、

田

賦
即
ち
地
租
が

±
那

の
將
ホ
に

と
：
P

て
好
個
の
财
源
*
る
を
指
摘 

り
只
ぎ
此

‘
財
源
を
し

V

事
實

'上
有
效

'
'な
る
結

®

,
を
0

ら

n

レ
.

V
る
爲
め
に
は
、淸
丈
即
ち
土 

整
理
を
必
ー
要
と
す
る
結
果
ま
す
に
十
有
餘
年
の
歲
月
を
：以
、て
せ
ざ
る
可
か
ら
ず
、斯
く
の
如 

は
支
那
財
政
自

T

の
困
窮
を
救
ふ
に
足
ら
ず
、又
、同
國
財
政
上
第
ニ
の
地
位
を
有
す
る
鹽
桃 

如
き
、最
近
其
成
績
の
照
著
な
る
も
の
あ
る
も
、然
か
も
之
れ
が
收

A

の
過
半
は
吾
人
が
羅

§
 

述
べ
た

'
.る
如
く
外
债
の
擔
保
に
供
せ
ら
る
、以

.
上
の
狀

| 1
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吾

人

を

し

て

勢
ひ
、田

赋
及
鹽
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次
い
で
同
國
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政
上
主
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な
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す
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關
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を
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す
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支
那
に
於
け
る
關
桃
の
歷
史
は
千
八
西
四
十
ニ
年
八
月
ニ
十
九
日
を
以
て
締
結
せ
ら
れ
し 

南
京
條
約
を

.中
心
と
し
て
、之
を
前
後
の
ニ
大
時
期
に
區
別
す
る
を
得
可
し
。

fi
l

l
ち
之
れ
が
前
期 

に
あ

6

て
は
、常
該
宮

il
l

が
過
大
の
稅
率
を
課
し
て
自
己
の
私
腹
を
肥
せ
し
と

(

一
七

H

5£
、一 

七 

三
七
、

一

七
四
七
、

一

七
五
ニ
、

一

七
五
五
、

一

七
六
ニ
の
年
度
に
於
け
る
外
商
の
抗
議

)

他
面
、密
輸
入 

の
熾
ん
な
り
し
事
實
は
あ
る
も
、何
ほ
支
那
其
潘
は

.
關
桃
に
對
し

'
て
g

立
的
決
定
權
を
有
せ

り
、
 

而
し
て
此
自
立
的
決
定
權
を
奪
は
る
、
に

：

至
り
し
端
緖
は
阿
片
戰
领
の
結
®
ビ
し
て
现
は
れ 

し
南
京
滌
約
に
し
て
同
條
約
の
第
十
條
に
ょ
れ
ば
總
て
英
撊
商
人
が
上
梅
以
下
四
開
锵
地
に

ノ
レ
通
過
稅
ビ
し
て
页
に
同
關
稅
雄
を
超
過
せ
ざ
る
濰

11
1

內
の
料
金
を
支
：拂 

人
に
ょ
つ
て
支
那
の

&

地
に
輸
送
せ
レ
れ

M

に
何
等
の
稅
を
支
拂
ふ
乙
と 

殊
に
千
八
西
四
十
三
年
六
月
，ニ
十
七

R

香
®

に
.於
て
締
結
せ
ら
れ
し
條
約 

规
定
に
就
き
左
の
如
き
卿
限
，を
な
せ

6

即
ち

^

日

現
に
戰
せ
ら
れ
つ
ゝ
あ 

も
の
な
る
故
、此
率
以
上
は
課
す

可

か
.
ら
ず

」

'
而
し
て
外
人
に
對
し
て
页
に 

し
は
千
八
西
五
十
八
年
に
於
け
る
天
.律
倐
約
に
し
て
、容
れ
と
略
ぼ

I®
を
同 

も
の
が

^

ら
外
人
の
管
理
に

.馬
す
る
に

0
れ
K

即
.ち
之
れ
が

.源
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力
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機
關
の
意
義
を
重

M

視
せ
ざ
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し

乙
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一一)

當
時
、歐
米
に 

■'於
け
る
貨
物
の
取
引
に
對
し
て
支
那
政
府
が
無
智
な

6
.し
こ
と
、即
ち
天
#
條
約
に
ょ
れ
ば
別 

に
税
關
に
外
人
を
任
用
す
る
规
定
な
き

4

、然
か
も
密
輸
入
其
他
當
時

R

於
け
る

外

商
の
不
正 

行
爲
を
防
遏
す
る
必

K

上
、之
れ
が
權
限
を
漸
次
外
人
に
委
任
す

る
に

0
れ

ぅ
、(

三)

i t

米
諸
國
の 

a i

取
が
政
策
に
し
て
此
政
策
は
其
後
關
税
が
外
僙
の
檐
保
に

.供
せ

6

る
、
に
至

-

^
し
場
合
に 

於
て

31
に
甚
し
き
を
加
え
殊
に
英
國
の
如
き
は
海
關
の
組
織
或
は
該
局
に
於
け
る
官
史
の
壬

. 

命
に
對
し
て
自
由
に
自
己
の
權
カ
を
行
爲
せ
し

.
の
.
み
な
ら

ず
、同
時
，
に
海
關
，に
關
す
'る
文
書
及 

記
條
の
如
き
最
近
に
至
る
迄
、

I
切
、英
語
を
以
て
公

^

せ
ら
れ
し
が
如
き
、*]
阿
に
外
國
の
勢
力 

か
及
方
面
に

§•
し
て
大
な
办
し
所
以
を
知
る
を
得
可
し
、斯
く
の
如
く
海
關
が
外
人
の
勢
力

®

,

B

に
屬
せ
し
こ
ビ
が
自
か
ら
關
稅
上
に
於
け
る
自
立
的
政
策
を
束
縛
せ
し
ビ
典
に
支
彤
政
ぼ 
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\
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7

に
费
し
て
改
訂
を
如
え
ざ
る
を
以
て
諸
外
國
に
對
す
る
親
善
の
道
を
全 

ふ
言
る
も
の
ビ
心
得
し
が
如
し
、然
る
に
、其
後
支
那
其
者
に
於
け
る
國
家
的
精
神
の
覺
醒
ビ
财 

政
0

窮
乏

V
J

は
、從
來
捨
て
、
顧
み
ざ
ぅ
し
祖
稅
政
策
に
對
し
て
自
立
的
傾
向
を
發
生
せ
し
む 

る
に
至
れ
り
即
ち
外
人
の
海
關
に
對
す
る
權

1

を
制
限
せ
ん
が
爲
め
に
、直
接
之
れ
が
铳
括
者

1
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支
那
人
侧
ょ

-

^
任
命
せ
ん
ヾ

」

せ
し
が
如
き

^

は
千
九
百

A

,

北
京
に
關

«1

硏
究
の
校
舍
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設
げ
て

S

ら
支
那
人
に
し
て
此

.
職
務
に
從
事
す
る
も
の
を

.

.

.保
課
獎
勵
せ

'し
が
如
き
、夂
ギ
九
百 

九
年
を
以
て
時
の
财
政
部
を
し
て
、關
稅
に

ti

~
す
る
一
切
の
權
利
を
握
ら
し
め
ん
と
せ
し
が
如 

き
は
明
か
に
千
九
西
六
年
以
後
、支
那
政
府
が
外
人
の
勢
力

^

幽
內
に
あ
る
海
關
を
直
辑
支
配

. 

せ
ん

V」

す
る
傾
向
の
存
せ
し
こ
と
を
示
す
も
の
な

i

ビ
す
、而
し
て
此
方
面
に
關
す
る
現
時
の 

聞
題
と
し
て
吾
人
の
殊
に
注
意
す
可
き
も
の
ニ
つ
あ
り
、即
ち
其
一
は
篮
金
稅
を
撤
縻
す
る
，ヾし
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千
九
西
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年
に
於
て
締
結

'
せ
ら
れ
し

「

マ：ッ
ヶ
ー
&
約
の
規
定
に
ょ
り
輸
入
稅
引
上
を
實 

施
す
る
問
題
と
、他
は
現

#

の
關
稅

_

を
し
て
现
實
五
分
稅
た
ら
し
め
ん
ビ
す
る
問
題
な

I

レ 

す
。

蓋
、支
那
に
輸
入
せ
ら
る
、
外
國
品
に
對
す
る
課
税
ホ
、

®

人
に
：ビ
ぅ
て
注
：意
す
可
き
も
の
ニ 

つ
あ

b

ff
i

者
は
外
國
人
の
管
理
せ
る
海
關
が
各
滩
に
輸
入
せ
ら
る

A

貨
物
に
課
す
る
關
税
に

. 

し
て
後
*
は
輸
入
貨
物
が
內
地
に
輸
送
せ
ら
る
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場
合
に
於
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せ
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る
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過
稅

(

H

p

p

b

i
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d
u
t
y
)

な
办
ヾ
し
す
、而
し
て
此
通
過
親
は

®

に
、海
關
の
徵
收
す
る

m

過
稅
の
み
に
あ
ち
ず
し
て
、內 

地
に
於

^

課
せ
ら
る
、
通
過
稅
及
落
地
桃

®

物
到

^

地

に

、
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ら

る

、

も

の

に

し

て

、墟&

.

.

.第
屮
へ-
i

‘*'(

六
：5

〉

ず
,:
:
:
:論
'

"

_
 

女
那
之̂

^

臨
';
;
.
:,'
.

■'
:

.

/ 

一，

::
'

'
星

-

P

 

.

.
一
 

三
ー
五



竿
ー
饴

.g

ハー
.
六〕

諭

說

文

那

と

關

箭
M

m
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m

三
-，

ハ

に
發
布
せ
ら
れ
し

«:
蘇
髂
地
稅
微
收
章
稅
に
ょ

'れ
«'
落
地
税
々
座
は
消
耗
品
を
除
く
外
從
恨 

五
分
秘
の
半
分
を
納

.桃
せ
，し
む
る

■

こ
と
、
な
れ

b

¥

每
有
す
る
も
の
，に
し
て
只

^

此
課

®

^
 

る
や
、從
取
、規
定
せ
ら
れ
し
條
約
而
の
文
字
の
不
透
徹
な
る
と
、之
れ
が
乎
續
の
不
規
則
，復
雜
な 

る
、
支
那
及
外
國
兩
方
而
に
於
け
る
商
人
の
不
正
行
爲
に
ょ

&
 

v、l

々
支
那
官
憲
と
外
國
方 

S

ビ
の
間
に
困
難
な
る
問
題
を
惹
起
す
に
至
れ

\

例
者
、吾
人
が
«
き
に
揭
げ
し
南
京
條
約
第

十
條
即
ちAn

d

 the 

E
l
r
o
r

 f
l
e
r

 e
r
i
c
s
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蒙
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once paid at any of the said 

P
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1

1

1
 

e
l
m
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a

l

l
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I

 to be h
e
r
l
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u
s
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I
 be 

conveyed by 

c
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se 

日
I

I
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4 

F
r
l
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o
r 

city in the 
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o
f 

China, 

cu 
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f
a
i
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amount 
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i
t

 

d
u
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§
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c
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e
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I
 

I
d
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(chin Chu, T
h
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i
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in China,

P
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2
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I
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、て
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0 

§
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r
o
v
i
n
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o
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c
i
t
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と
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&
 
て
弓
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t
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a
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r
o
v
i
n
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C
i
t
y

 

ビ
な
 

&
 
は
從
來 

屢
々
_
論
の
锬
生
せ
し
點
に
し
て
、典
他
、支
那
人
對
外
國
人
取
引
上
前

*

ヵ
自
國
に
於
け
る
卫 

當
な
る
税
金
を
免
れ
ん
が
爲
め
外
國
人
の
商
號
を
利
用
す
る
が
如
き
或
は
何
等
の
集
務
を

4
 

亡
ざ
る
外
國
人
に

1
 \

し
虛
儁
の
行
爲
を
揭
げ
て

.支
那
人
を
し
て
不
正
の
業
務
を
營
嗦
し
む
る

/
 

. 

、
' 

■1

が
如
き
或
は

a

&

に
英
米
兩
國
公
使
が
漸
江
省
當
局

*

の
課

#

に
對

.し
て

條

钇

違

犯

を

：以
て 

奴
議
を

&

^

せ
し
ヵ
勿
き
何
れ
も

^ -

く
の
勿

&

税
就
の
存
す
る
に
起
因
す
る
も
の
な
ぅ
ビ
す
、

而
し
て
以
上
の
弊

®

を
打
破
せ
ん
ビ
す
る
努
力

.
は
旣
に
今
を
去
る

+

五
年
前
邶
ち
千
九

W

ニ
 

.

年
九
月
五
日

(

光
緖
ニ
十
八
年
八
月

四
B)

上
海
に
於
て
締
結
せ
ら
れ
し
英
淸
改
訂
條
約
一
名

「

マ
 

ッ
グ

丨」

條
約

.
の
•吾
人

.に
示
す
處
に
し
：て
、當
時
對
支

«-
易
上
最
も
大
な
る
勢
力
を
有
せ
し
英
國 

は
以
上
の
惡
弊
を
极
本
的
に
排
除
す
る
を
以
て
自
國
商
品
の
發
展
上
、最
も
必
要
な
る
辦
項
な 

>

と
信
じ

r

ナ

ー
、
ジ

—

ム

ス

、ラ
ィ
ル
、マ
ッ
ケ

1

」

m
B'
r
. Jy

J
;
s
k
a
y
)

を
特
別
委
員
ビ
な
し
支 

那
政
府
侧
の
呂
海

寰
#:
宣

.懷

等

と

會

見

せ

し
め
、
其
躺
果

、同

條
約
.の
締
結
を
見
る
に
至
れ

り
、
而 

し
て
此
條
約
に
於
て
最
も
必
恶
な
る
點
は
第
八
條
に
し
て
、其
中
に
は

「

«
金
局
及
逋
過
の
貨
物 

に
課
稅
す
る
他
の
桃
務
處
を
廢
业
し
た
る
後
に
於

.て

は

、何

等

の

形

式

を

以

ン

し

し

、又

は

何

等

‘の 

名
義
を
以
て
す
る
を
不

I
T

.

び
，此
稱

.

の
微
稅
機
關
を
復
活
せ
ざ
る
こ
ビ
、又
、如
何
な
る
場
合
に 

於
て
も
外
國
愉
入

^

に
^

す
を
剛
加
视
は
千
九
瓦

j

年
九
月
七
日
淸
，國

と

列

國

レ
の
間
に
ン
調 

河
し

/
a

る
最
終
議
定
書
に
规
定
せ
カ
輸
入
銳

1

S

の
一
倍
半
を

«

®

せ
さ
る
こ

ビ

而
し
て
輸 

入
稅
及
附
加
稅
を
納
付
し
た
る
外
國
輸
入
品
は
兆
淸
國
ロ
民
の
字
に
ぁ
る
と

*
外
.國

n t
K

の
手 

-
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一
饴

(
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H
A 

-

に
あ
る
と

?:
問
は
ず
、又
、包
裝
の
原
狀
を
稆
す
る
と
否

•>」

を

g
：

は
•

ず

、全
く
總

.て
の
課
稅

X
 

A
免 

除
せ
ら
れ
、又、檢
査
狗
留
を
受

.く
る
事
な
か
る
可

&

事
、外
國
に
輸
出
す

る
.

支
那
の
生
產
物
に
課 

す
可
き
税
率
は
何
等
の
：事
情
あ
る
を
問
は
ず
、從
價
七
分
五
厘
を
超
遞
せ
ざ

6:
こ
e

な
う
と
す

」 

(
c
h
i
n

 

C
h
u
,

 

T
h
e

 

Tariff 
P
r
o
b
i
e
n

 

in 

C
h
i
n
a
,

 

p. 

4
4
) 

V
J

あ
う
、而
し
て
此
傩
項
が
降
來
の

.I
税
闽
逍 

に
對
し
て
提
供
せ
し
事
實
は

(
一
)

支
那
は
輸
入
附
加
稅

(

J

I

&
 

s
u
r
t
a
x)

の
支
挪
を
な
し
た
る
外 

國
品
に
對
し
全
然
內
地
视

(laland t
a
x
)

を
廢
止
す
る
手
纘
を
な
す
乙
と
、

(

ニ)

英
國
は
支
那
が
以
上 

の
改
正

.を
な
す
に
同
意
し
、且
つ
之
れ
が
援
助
を
承
諾
す
る
己
と
、

(

三)

從
價
七
分
五
厘
の
附
加
税 

支
柳
ふ
こ
ビ
は
不
條
理
に
あ
ら
ず
し
て
、英
國
の
資
易
は
之
れ
が
負
擔
に
堪
ゆ
る
こ
と
な
う 

と
す
、以
上
、支
那
政
府
は
英
淸
改
訂
條
約
に
，ょ

6

て
英
國
に
.對
し
海
關
稅
引
上
の
權
利
を
有
す 

る
に
至

6

し
も
然
か
も
此
權
利
を
實
瑰
す
る
爲
め

k

は
先
づ
之
れ
が
前
提

V」

し
て
所
謂
篮
金 

税
掀
廢
な
る

_

務
を
遂
行
せ
ざ
る
可
か
ら
ず
、然
か
も
之
れ
を
遂
行
す
る
爲
に
は
先
づ
之
、れが 

豫
件

V」

し
て
、次
の
如
き
諸
點
を
考
案
せ
ざ
る
可
か
ら
ず
、即

.ちU
)

普
a

、

「

篮
金

j
(f
:

稱
せ
ら
る
、
も 

の
に
は
如
何
な
る
課
税
を
包
有
し
、且
つ
廢
止
す
可
き
は
何
れ
の
稅
な
る
や
バ
ー
一

)

以
上
、の
結
果
と 

し
て
當
然
減
少
す
可
き
支
那
政
府
の
收
入
は
舉
し
て
如
何
に
し
て
郴
充
せ

.ら
れ
可
き
か
、§
若

補
充
に
關
し
、外
國
贸
易
は
果
し
て

•如
何
な
る

a

迄

IE
當
に
負
擔
す
可
き
も
の
な
る
や
，の
問

0 

な
う
と
す
、以
上
の
問
題
ホ
、支
那
內
地
に
於
け
る
篮
金
局
が
へ
課
.•
桃
せ
る
貨
物
，に
は
凡
を
次
の
如 

き
も
の
あ
り
、即
ち
其
第
一
は
外
國
方

.而
よ
う
輸
入
せ

.
ら
る
、、
貨
物
第
二
は

(1
)

外
國
，へ
輸
出
の 

0

的
に
て
通
商

'ロ
庳
開
埠
地
若
く
ば
■
遨
區
域
に
移
送
せ

.ら
る
、

貨

物§
：

生
産
地
よ
り
全
然 

遠
隔
の
地
に
在
る
支

*'
人
の
消
锻
し
若
く
ば
使
用
す
る
支
邦
生
逄
物
に
し

.て
第
ー
»
の
貨
物 

に
對
し
て
は
之

.れ
が
輸
入
せ
ら
る
、
場
合
に
附
加
税
を
課
し
以
て
、內
地
税
.廢
止
よ
う
生
す
る 

掼
失
を
償
ふ
と
な
す
も
、第
二
種
の
税
に
對
し
て
は
果
し

V
’

如
何

'な
る
方
法
を
以
て
す
可
き
か
、
 

此
點
に
關
し
て
、曩
き
に
上
海
に
催
さ
れ
し
二
十

I

省
商
'貪
よ

K
y成
立
せ

.
る
'
聯
合
#
は
之
れ
が 

補
救
方
法
ビ
し
て
國
內
消
粍
品
、外
國
輸
久
奢
侈
品
を
相
當
に
課
稅
す
る
に
よ

h

て、之
れ
が
解 

決
を
な
し
得
可
き
を
以
て
せ
り
、即
ち
國
內
に
於
け
る
：導
其
他

«

緞
、煙
草
：等
よ

i

得
ら
る

A

總 

額
は
約
一
億
九
千
^
雨
に
し
て
釐
佥
に
よ

&

失
，ふ
所
の
五
：千
萬
雨
を
補
ふ
に
尙
ほ
餘

p

f 

v
j

云
ふ
に
あ
う
、而
し

V

以
上
の
如
く
す
れ
ば
談
甚
だ
容
易
な
る

-如
き
も
、然
か
も
、事
實
に
：至つ 

て
は
必
ず
し
名
然

.か
ら
ず

#

、it
金
な
る
も
の
は
昝

«

の
».
負
稅
に
し
て
、各
省
は
先
：づ
之
れ
よ 

6

て
其
地
方
费
の
補
光
を
な
し
允
殘
部
を
北
京
政
府
に
送
付
し
中
央
財
政
の
用
度
に
供
'せし

.

笫
十
一
饴

(

六
1

九〕

論

' 

說

笕

m

雜

H

九
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四
0 

も
の
な

0
、而
し
て
之
れ
が
税
率
に
至
つ
て
は
各
省
必
ず
し
名
一
な
ら
す
、最
近
、於
國
.新
報
の
傅 

ふ
る
處

k

.ょ
れ
ば
江
蘇
着
ば
褪
輝
の
約
西
分
ノ

 

i.r

安
徽
省
は

.約
，百
分
ノ

 

j

、.四

川

*
,
は
約
西
分 

ノ
一
、一一、湖

北

省

は

西

分

..ノ 

ニ
、淅
江
.省
は
百
；分
ノ 

ニ、福
建
省
；は
約
苗

.分
ノ
三
、と
な
れ
然
か
も
、
 

一
面
，に
於
，て

之

れ
R

從
事
す
る
官
班
は

.

.其
間
種
々
の

,.私
曲
を

_

し
得
る
機

.會
ぁ
り
、故
に
之
れ 

V
J廢
止
す
る
に
於
て
は
勢
ひ
彼
等
の

'
'多
く
を
し
て
收
入
の
途
を
斷
た
し

.
む
る
結
；果.、彼等
は
極 

カ
之
に
反
藥
す
る

^
;
生
办
基
礎
の

a

弱
な
る
現
時
の
北
京
政
府
は
到
底
之
れ
を
實
現

.す
る

i
 

能
は
ざ
る
に
至
る
可
し
、斯

く

て
.參
政
院
が
民
國
三
，年、政
府
に
對
ず
る
财
政

®

陬
に
於
七

「

■
金 

は
惡
税
な
り
と
雖
ど
も
现
今
の
事
情
に
て
は
急
に
撤
廢
す
る
ぶ
を

#

ず」 >/J

な
せ
し
は
此
間
の 

消
息
を
洩
ら
せ
る
も
の
な

6
 W

信
ず
、尙
ほ
最

«:
、中

.華
新
報
の
吾
入
に
報
.ず
る
處
に
ょ
れ
ば
北 

京
政
府
は
臨
時
國

_

政
務
評

«■
會
な
る

も

の
を
.組
織
し
熊
希
齡
及
張
嘉
霜
の
徒
を
し
て
關
稅 

改
正
間

®

を
■考
究
せ
し
む
ビ
、來
し
て
如
何

^
.
る
斷
案

?:
得
る
に

M

る
可
き

か
、菩
\
の
知
る
能 

は
ざ
る
處
な
る

7
P
、

恐
ら
く
此

薇
金
し
撤
廢
は
近
き
將
來
.に
於
て
は
本

可
能
の
、と
な
る

可
し
、斯 

く
て
菩

人
め
間

®

は

第

二

の

.間

題

ょ

ぅ

轉

じ

て

第

一

一

の

問

題即

ち「

支
那
は
艰
し
て
现
行
關
稅 

纬
の
爲

め

に
實
際
上
幾
何
の

掼
害

を

蒙
り

つ

、

あ

や」

0 .

問
題
を
#
察
せ
ざ
る
可
か
ら

す
*蓋
、

支
那
其
溝
に
ぁ
ぅ
て
輸
入
税
は
十
年
以
上

’輸
出
税
は
五
十
年
以
上
、稅
率
の
改
訂
を
見
ざ
る
結 

粜
ビ
し
て
、其

IU
]

少
か
ら
ざ
る
不
合

a

の
點
發
生
す
る
に

M

れ
ぅ
、
M

者
千
八
百
六
十
九
年
に
豨 

結
せ
ら
れ
し
露
國
ビ
の
陸
境
賀
易
に
關
す
る
協
定
第
五
條
に
ょ
れ
ば
露
®
商
人
は

「

露
國
の
货 

物
に
對
し
て
天

#

紮
て
進
ロ
正
税

.

(

輸
入
税

)

を
納
付
し
、

f
f
i
.
し
て
此
稅
は

各

國
の
称
則

±

協
宠
せ 

ら
れ
し
も
の
ょ
り
玛
に
三
分
ノ

一

を
減
じ

/
a
る
も
の
に
し
て
、又
、張

.家

.ロ
迄
輸
入
し
同
處
に
存 

傲
す
る
も
の
は
同
處
に
て
同
一
の
進
ロ
正
税
を
鈉
付
す
可
し

」

と
規
定
せ
る
も
、然
か
も
斯
く
の 

如
さ
特
別
な
る
割
引
は

.
數
西

1!
を
駱
駝
に
ょ
ぅ

^

貨
物
‘を

輸

送

せ

し

^
時

R
あ

る

は
必
要
な 

り
し
な
ら
ん

も

交
M

機
關
の
發
達
せ
る
今
ロ
に
於
て
之
れ
を
適
用
せ
ん
ぶ
は
眞
に
正
當
な
る 

理
自
ビ
し
て
認
定
す
る
こ
と
能
は

.ざ
る

.可
し
、又
、千
八

II
八
ナ
七
年
に
於
け
る
東
京
雲
南
間
の 

陸
上
贸
爲
に
對
す
る
規
定

•の
如
き
も
#
南
の
湛
城
迄
鐡
道
の
開
通
せ
る
今
日
に
於
て
は
減
税 

の
理
曲

w

な
ら

t
M
に
千
九
西

一 ,

年
を
以

H

關
：始
せ
ら
れ
し
關
秘
改

JE
の

0 
0
に
於
て
輸
入 

税
率
の
協
定
が
、支
那
の
商
況
上
、最
も
不
利
な
り
し
前
三

¥

^

の
平
均
憚
格
に
基
づ
き
て
な
さ 

れ
し
こ
と
は

■其
'後
協
定

®

格
と
.市
價

V
I

の
間

.
1:
.
著
し

§

寒
'違
，を
見
る
に

.
；虫
れ
り
、今
、歐
洲
動
.亂 

前
、土
海
海

_
:輪
.

同
_

:

_癖
政
府
に

&
.
せ
：.：
>

第十
.
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、
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1

八
、
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m
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那
と
m
mIM
題

*

實
際
偎
格
ビ
各
貨
に
對
す
る
海
關
の
評
價
格

V
J

を
比
較
す
る
時
は
皮
の
如
し

'

m

三
〇
、

五
〇
、里
ー
て
-ハ、
 

ゃ

ヰ

•ノ,'
キ

! 

七
、
.

1
0 

卷
煙
草

(

上等

〉

一

〇
、

一
五
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ニ
五
、
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.
本
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ニ、
ニ
一
、
六
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e
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一、八
三
、里ー〇、
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1

«

^

に
魄
察
す
る
爲
め
暫
ら

-
く
千
九

11
十
ニ
年
度
に
於
け
る
支
那
の
外
画
^
輸
入
银

を
以
て
せ
ん
か
、同
年
の
之
れ
が
總
额
は
四
僞
七
千
三
百
九
黹
七
千
三
十
一
兩
に
し
て
、此
の
中 

よ
う
特
別

'
稅

V
J

し
て
仕
拂
は
る
>外
國
產
阿
片
四
千
七
百
七
十
萵
六
千
七
百
七
十
四
雨
を
減 

ず
る
時
は
残
餘
の
四
億
ニ
千
三
吉
七
十
九
萬

-
七
千
百
六
十
九
兩
'は
從
價
五
分
稅
を
支
拂
ふ

外 

國
商
品
に
し
て
、若
以
上
の
商
品
が
現
實
五
分
稅
を
支
拂
し
場
合
に
於
け
る
之
れ
が
稅
额
は
ニ 

千
西
十
八
离
九
千
八
吉

$

十
八
兩
と
な
る
、然
る
に
實
際
上
、全

»
.入
外
國

rj
ll
r
よ
う
微
收
せ
ら
れ 

し
税
額
は
千
六
百
四
莴
五
千
ニ
哲
ニ
雨
に
し
て
、此
の
中
よ
う

W

片
税
百
七
十
八
馮
千
七
兩
を 

差
引
く
時
は
殘
條
の
千
四
百
ニ
十
七
商
五
千
七
百
六
十
四
南
は
外
國
商
品
に
課
せ
ら
れ
し
輸 

入
税
额

な
り
ぐ

し
す
、
今

、5

稅
を

商
品
の
實
價

に

課
し

V

收
入

S

る

可
&

高
、一一

千
ニ
西
十
八

馬 

L

千
八

百

五
十
八

雨

ビ
實
收

上
の
高
と
の
差
を
見
る
に

支
那
に

' 
ビ
&
て
實
際
の
收
入

と
な
る 

可
く
し
て

收
入
し

得
ざ
る

高
六
百
九
十
一
鸪
四
千
九
十
四
兩
即
ち
英
貨
約
西
五
十
脔
四
千
四 

W

磅
と
な
る
、

斯
く
の

如
き
は
支
那
が
列
國
の
同

'情
の
下
に
正
當
に
利
得
し
#
可
き

も
\の
に
し 

第
十
5

 

<

六ニ三

-

)

論

0

支
那
と
湖
■

題 

.

.第蠢四三



■f̂tiV̂ '*1*'*'-'— ™*

?

5

 

(

六
■

」

說

I

關

靈

’ 

：

I

四

四

，

•
て
碎

S

狀
普
あ
る

S

、の
支

S

政
に

f

i

し

V
，

に
S

す
る
こ
と
挺

i

 

■る
點
な
办
ビ
す

0

(

未
{
元
} 

.

み

■ (む蓮な記％御揞る依，に贫旗'錄触食， U ! 竺は紙の文 i \ i 御:ベ 会 旗)

ん

だ

V、

^

'

#

x

タ

#

”
，

le
客

餃
^

*

;

ぺ

|2
?
*
^
.
4
^
;
:

し

よ

く

ー

錄

色

一
御

料

量

造:

の
H

.

る
歡f

を
f

f
 

I

 

純
，：！
^

し
て
豊
！e

な
る
天
然
-
^

i

#

&

_

r

s
'

'
. 

J,
、
，
• .

.

. 

r 
,

.

肩
滕
、«|
尿
、腎
臟
、氣
.管

、
婦

人

辱

ぁ

を

，

ぐ
わ
も
せ
ん
ー
.
ひ

ん

づ

次

，

ns 

,.
 

'

繳

泉

运

績

f

暴

;.
•

ノ 

■

'

;

.
 

く

没
上
のI 
一
 1尤

|
:

色
W

觀
の
}»
?

g

g

l̂

に
は
ぁ
り
ま

せ
ん
' 

, 

ノ 

/

 

、

,

ff
r

fl
ぶ 

元
'
;

.

.

‘

帝

，
國

鑛

.泉

株

.式

會

社

お
ん
め
い
は
い
じ
ゆ

.

)

：

)

？ 
yif
:


